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Abstract: The purpose of this paper is to grasp the characteristics and issues in rural landscape of Tomida district as seen from 

agricultural activities. As a result, this paper clarified the following; (1)Pattern of landscape as seen from agricultural activities, 

(2)Landscape problem as seen from Geographical features and so on. 

 

１．背景および目的―近年，減反政策に伴う転作地の増

加をはじめ，農業の主労働力の高齢化や過疎化による耕

作放棄地の増大など，農村景観の形成に関わる農業経営

問題が露呈している[１]．中でも棚田は，ひとたび維持管

理を怠ったり，転作地ともなれば水田に戻すためには元

の３倍以上の労力が必要になるとも言われている[２]．棚

田が作り出す風景は，立地する地形の造形性による美し

い日本の原風景として認識されており，1990 年代頃から

水資源や生態系の保全機能など多面的な価値が見直され

つつある．棚田景観保全に関する既往研究においては，

棚田オーナー制度や棚田ボランティアといった営農を維

持させるための組織形態を提案する論文が多数見受けら

れる[３]一方，日本の原風景である棚田の景観形成につい

て，年間の農業活動からどのように成り立たせるべきか

を紐解いた研究はみられない．景観を地域の現状・将来

を映し出す鏡と例えるならば，今後さらに進むであろう

少子高齢社会においても，魅力的な農村景観を維持・創

造していくための新たな保全方策が求められよう． 

そこで本研究は，棚田地域における農業従事者の活動形

態を把握することにより，その景観的特徴および問題点

をとらえ，それらを通じて望ましい農村景観保全方策に

ついて考究することを目的とする． 

２．研究方法―本稿では農業従事者の活動形態を把握す

るにあたり，｢農村景観日本一｣の称号を持つ岐阜県恵那

市岩村町富田地区(写真１)において，表１に示す調査を実

施し，富田地区における農村景観の特徴と問題点を｢農業

活動｣と｢地理的特徴｣の２つの視点で考察を行う． 

３．結果および考察―上述した調査の結果に基づき，富

田地区における１年間の農業活動内容と農地の景観パタ

ーンを表２に，耕作地の地理的特徴と景観的課題を有す

る現地写真を図１に示す．以降では，これらをもとに特

徴的な内容を述べていく． 

(１)農業活動からみた景観パターンと課題点―農作業に

応じて１年間の中で９種の景観パターンを捉えた．この

中で，最も作業が長期にわたり，水田の区画を際立たせ

るという意味において，景観形成上の骨格となる要素と

して｢ボタ草刈り｣を捉えた．この課題点としては，①農

業従事者間においてボタ草刈りのタイミングが合わず，

現状は手入れされた統一感のある全体景観が現出できて

いない(写真２)，②ボタ草刈りの手間を省くために除草シ

ートでボタを覆う場所が出てきており，それがボタの見

栄えを劣化させている(写真３)，③ボタ草刈りは｢機材で

刈る方法｣および｢機材でなぎ倒す方法｣の２つがあり，刈

り取った草についてもそのままに放置しておくことや集

めて燃やすなど，所有者によって処理方法が異なるため，

その姿も不統一であるといった現状があげられる．こう

した要因は，農業従事者が自身の水田の見栄えは意識し

ているものの，集落全体の景観形成という視点が共有さ

れていないことによるものであると捉えた．したがって，

｢農村景観日本一｣の称号はあるが，その景観的価値を今

後も維持していくには，地域全体としての景観形成ビジ

ョンの構築が急務といえよう． 

(２)地理的特徴からみた景観問題―図１に示すように用

水路から遠い場所は水入りが悪いため，転作地や耕作放
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表１ 調査概要 
調査方法 現地踏査 ヒアリング調査(直接対面形式)

調査期間 2014年８月18日(月)～20日(水) 2014年８月20日(水)15:05～16:50

調査対象 富田地区全域

・NPO法人農村景観日本一を守る会理事長の吉村攻平氏

・NPO法人農村景観日本一を守る会理事の神谷良男氏

・富田をよくする会会長の細井健吉氏

・美濃丈プランニンング事務所代表の中田誠志氏

・一般農家の成瀬功氏

調査内容 　・富田地区における農地利用状況および農業活動実態の把握

写真１ 富田地区全景 
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棄地になりやすいことを捉えた．現状ではこうした農地

が点在していることから，特に田植え後において富田地

区全体が見渡せる展望台(重要視点場)からの眺望は，モザ

イク状の不揃い感を与える(写真４)．また，転作地で耕作

する作物の違いにより更にその印象が強調されている．

このような景観問題の解決策としては，もともと水田で

あったところは新たに水路整備を行うことにより水田に

戻すことの検討，その他の転作地は展望台などの重要視

点場から目の届かない山裾に移動させる集約的配置など，

重要視点場から望む農地の統一感を図ることが重要と考

えられる．洞(ホラ)の扱いについては，日照不足や獣害問

題により荒廃化が進んでいる．これらより，人口減少時

代の農地の在り方として，荒れた洞農地は順次山に戻す

こと，さらに農地の中心部で発生した耕作放棄地は，山

裾にある生きた農地と交換し，交換後の山裾の農地を山

に戻すことにより，地域全体として農地のコンパクト化

を目指すなどの方途が考えられる．ただし，これらの方

策の実現化にあたっては，今後の農業政策と現地の実情

を踏まえつつ，その有効性を検証していく必要がある． 
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[凡例]   実施期間 表２ 富田地区における１年間の農業活動内容と農地の景観パターン(筆者がヒアリング内容をもとに作成) 

写真２ ボタ管理状況 写真３ 除草シート 写真４ モザイク状農地 

草が伸びたボタ 
草が刈られたボタ 

図１ 耕作地の地理的特徴と景観的課題を有する現地写真 
(筆者が現地踏査およびヒアリング内容をもとに作成) 
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